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誤訳の解剖(1)
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1.は じめ に
この論文 は,ArthurHaileyのAirport(PanBooks,1968)の翻訳,
武 田公子 ・大坪光之訳 『大空港』(上下二巻,ハ ヤカ ワ文庫,1973)に見
える誤訳 を取 り上 げfそ れ に語学的 な説 明を加 えた ものであ る。
1990年度 の神奈川 大学 におけ る筆者 の英語 演習 の時間 に,日 英 語の表
現 の比較 をす る演 習 を行 ないたい と考 えた。 資料 として上記 の現代小 説
を取 り上 げた。翻訳 が あ り,原 作 があ ま り高 尚で ない ものな ら何 で も よ
か ったが,ArthurHaileyは筆者 の愛読す る作 家で あ り,か つて別の大
学 で同 じ作家 に よるTheFinallaiagnosis(PanBooks,1960)と永 井
淳訳 『最後 の診 断』(新潮 文庫,1975)を資料 に して同 じよ うな授 業 を
し,か な りの成果 を得 た ので,同 じ事 を も う一度試み てみ よ うと思 った
わ けであ る。 ところが 『大空港』 を読 み始 め てみ る とf誤 訳 ・脱落 が あ
ま りに多 くて,表 現 の比較 にはほ とん ど手 が回 らなか った。誤訳 の解 説
で0年 がた って しまったが,そ れ はそれで,面 白い授業 にな った。 その
時 の成果 を こ こに報告 す るわ けであ るが,分 量 が多す ぎて,全 部 に触 れ
ることがで きない。誤 訳,脱 落 は翻訳書 の各 ペ ージに平均4箇 所,多 い
時 には9箇 所程度 あ った。 そ こで脱落 は扱 わず,誤 訳 の うちめぼ しい も
のを取 り上 げ るこ とに した。
2.誤訳解剖の効用
このよ うな誤訳の報告 はどのよ うな効用を持っているであろ うか。
(1)翻訳の実態が分か る。
一般に,翻 訳を読む人は翻訳だけを読み,原 著を読む人は原著だけを
読んで,両 方を読み比べ る人は稀である。そのために,両 者の間のずれ
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の実態は世間に知 られないままに過 ぎて行 く。たまたま読み比べてみた
人は,誤 訳の多いのに驚 く。か くて,別 宮貞雄教授 による 「欠陥翻訳時
評」 は延hと 続 き,雑 誌 『英語教育』誌上の堀 内克明教授による 「誤訳
パ トロール」 も連載中である。 この報告 は,そ うい う実態を明らかにす
る一助になるものと考 えている。
② 英語教育の助けになる。
誤訳 された言語現象は,英 語学習者 にとっても間違いやすい点である
と考 えられ るから,教 育上注意すべ き点があきらかとなる。 また,大 学
入試の問題を作 るときにも参考になるであろ う。
(3)日英語対照研究の手がか りにな りうる。
教室で学生が犯す間違 いが対照研究の有力な手がか りになることがあ
るが,誤 訳 も同じよ うな手がか りになると思われる。
3.脱落 の問題
翻訳 『大空港 』 にはおびただ しい脱落,つ ま り訳 し落 としがあ る。 そ
れ は不注意 に よる とい うよ りは,わ ざ と省 いた とい う感 じの もので あ
る。 ときには,数 行 ま とめて省 いて ある(例 えば,原 本p.166,3行 目
か ら3行)。 脱落 は誤訳 で はな いので,あ との方 で は扱 わ ないが,こ こ
でそ の実態 を一部 だけ示 してお こ う。
Yetfifteenyearsofmarriagewerenottobeshruggedoffiightly
likeadisposahlepiasticraincoat.Nomatterhowmanydefi-
cienciesanddisagreementstherewereandCindycouldthink
ofplentywhentwopeoplelivedtogetherthatlong,there
wereconnectingstrandsbetweenthemwhichitwouldbepainfui,
emotionallyandphysically,tosever.
Evennow,Cindybelieved,theirmarriagecouldbesalvagedif
bothofthemtriedhardenough.Thepointwas:Didtheywant
to?CindywasconvincedshedidifMelwouldmeetsomeof
herconditions,thoughinthepasthehadrefusedto,andshe
doubtedverymuchifhewouldeverchangeasmuchasshewould
like.(p.194,11.13-25)
誤訳 の解剖(1)IIア
十五 年 の結婚 生 活 は気 の向 くま まに,肩 をす ぼめ て捨 てて しま う
[使い捨 ての]プ ラスチ ック・レイン コー トの よ うにはいかない。二
人 の人間 がそんなに長 く一緒 に住 んでいれば,い か にた くさんの欠
点や 不和 があ って も 全 くい ろい ろ あ る とシ ンデ ィは思 った が
彼等 の間には断 ち切 るには[精 神的 に も肉体 的 に も]痛 す ぎる
糸 とい うものがあ る。
い まで さえ,二 人 が,一 所 懸 命 に な った ら,救 わ れ るで あ ろ う
と,シ ンデ ィは信 じていた。[肝心 な点 は,私 た ちが結 婚 を元通 り
に したい と思 ってい るか,と い うことであ る]シ ンデ ィは,も しも
メルが彼女 の条件 の い くつ かを容れ て くれ るな ら,自 分 はそ うなれ
ると信 じていた。 もっ とも,こ れ までに,彼 はそれ を拒否 していた
し,シ ンデ ィも,彼 が,[彼 女が 自分 の気持 ちを変 えた い と思 って
い るほ ど]気 持 を変 え るな ど とい うこ とに大 きな疑 問 を もって い
た。(上巻,P.287)
英文 の イタ リック体 の部 分 は訳 し落 とされた部分 で あ り,下 の翻訳 で
は,そ の訳 し落 とされた部 分 を[]に 入 れて示 した。`Thepointwas:
Didtheywantto?'の部 分 は,い わ ゆ る 「体 験 話 法」(represented
speech)にな ってお り,直 接話法 に直せ ぽ,`Dowewantto(salvage
themarriage)P'とな り,翻 訳で は この直接話法 に従 って訳す こ とに な
る。 日本語 に は基本 的 には間接話法 はないか らであ る。上 の翻訳 では こ
の部分 を落 としたため に,す ぐあ との`shedid'のdidの中身 が分 か ら
な くなってい る。 「自分 はそ うなれ る」 と訳 され てい るが,ど うなれ る
のか よ く分 か らない。r救わ れ る」のつ も りであ るな ら誤訳 で あ る。
4.実例 の配列法
実例の配列順については,二 つの場合が考 えられ る。一つは,誤 訳の
種類に従 って分類 して示す方法であ り,も う一つは,物 語の流れにそっ
て示す方法である。種類別 といっても,語 義 と文義 ぐらいであ り,物 語
にそった方が個 々の実例の意味が理解 しやす いと考 えられ るので,物 語
順 とす る。必要 とあれぽ,報 告の末尾に適当な索引を付けることが考 え
られ る。
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解説 に使用する辞書類は略号で示す ことにす るので,以 下にその一覧
表を示 してお く。
COBUILD=CollinsCobuildEnglishLanguageDictionary,Col-
lins,1987.
NGL=『 新 グ ロ ー バ ル 英 和 辞 典 』 三 省 堂,木 原 研 三 ・福 村 虎 次 郎
編1994.
P4D=ThePocketOxfordDictionary,the8thEdition,1992.
SPD=『 小 学 館 プ ロ グ レ ッシ ブ 英 和 中 辞 典 第 二 版 』 小 学 館,小 西
友 七 ・安 井 稔 ・国 広 哲 弥 編,1987.
SRD=『 小 学 館 ラ ソ ダ ム ハ ウ ス 英 和 大 辞 典 第 二 版 』 小 学 館,小 西
友 七 ・安 井 稔 ・国 広 哲 弥 ・堀 内 克 明 編,1994.
『新 明 解 』=『 新 明 解 国 語 辞 典 第 四 版 』 三 省 堂,山 田 忠 雄(主
幹)・ 金 田 一 京 助 ・柴 田 武 ・山 田 明 雄,1989.
[1]wonder.
Thewonderwas,MelBakersfeldrefiected,thatanythingwas
continuingtooperateatall.(11)
メ ル ・ベ ー カ ー ス フ ェル ドは,は た し て 空 港 が そ の 機 能 を 持 続 す
る か ど うか 気 に し て い た 。(11)
(改訳)一 応 何 も か も機 能 し続 け て い る の が 不 思 議 な く ら い だ と,メ
ル ・ベ ー カ ー ズ フ ェル ドは考 え て い た 。
ア メ リカ西 部 のLincolnInternationalAirport地方 に大雪 が降 り,
空港 は大混乱 を起 こしてい る。 ベ ーカーズ フェル ドはそ この空港長 であ
る。 この誤訳 は,wonderの意味 を取 り違}た ことに よる。動詞 として
のwonderには,す で に生 じた ことに 「驚 く」 とい う意味 の ほかに,未
知 の ことにつ いて 「いぶか る」 とい う意 味 を持 ってい るが,名 詞 として
のwonderは,既知 の ことに対す る 「驚 ぎ」 の意味 しか持 って いない。
この点 を混 同 して,名 詞 であ るのにr「いぶか る」の意味 に取 った のが
誤訳 の原 因であ る と考 え られ る。
誤訳の解剖(1)蹄g
【2】beprecededby.
Attheairport,theten-inchsnowhadbeenprecededbya
continuous,ifsomewhatlighter,fal1.(11)
空 港 で は,一 〇 イ ン チ の 積 雪 は,こ れ ほ どで は な くて も,以 前 に
も あ っ た 。(12)
(改訳)空 港 で は,一 〇 イ ン チ の 積 雪 の 前 に,こ れ ほ ど 激 し く は な
か っ た に し て も,ず っ と降 り続 い て い た の で あ る。
ここでは,受 動態の働 きが無視 されている。文全体の構造が全 くつか
めておらず,支 離滅裂な訳文 となっている。0般 に受動態は 日本人の弱
点の一つである。
【3】 先 入見 に よ る誤 腕 。
Dannysaidreasonably,`WesentfourPayloadersafterthat
Unitedfoodtruck.Theyshouldbethrough,oralmost.'
`Theymightbeifwecouldfxndthefriggingtruck
.'(12)
ダ ニ ー は,「 ユ ナ イ テ ッ ドの 機 上 食 運 搬 車 の た め に 四 台 の ペ イ
ロ ー ダ ー を や った が も う仕 事 が 終 わ っ た か,あ る い は も う終 わ る
時 分 だ 」 と,も っ と も ら し く言 っ た 。
「お そ ら く な。 も し そ の 凍 りつ い た ト ラ ッ ク が 何 処 に あ る か わ
か っ て た らね 」(14)
(改訳)「 ユ ナ イ テ ッ ド航 空 の 機 上 食 運 搬 車 救 援 の た め に ペ イ ロ ー
ダ ー を 四 台 出 し た の で す が,も う着 い て い る か,そ ろ そ ろ 着 く こ
ろ で す ね 」 と ダ ニ ー が も っ と も な 事 を 言 っ た 。
「多 分 そ うだ ろ うな 。 あ の ク ソ い ま い ま し い トラ ッ ク が ど こ に
い る か 分 か っ て い た ら ね 」
運搬 車が雪 の中で動 け な くなってい るらしい とい う状況 なので,frig-
gingをfreezingと読 み誤 った もの。
[4]Benoplacetodo.
Thelonelierlimitsoftheairportwerenoplacetowander
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withoutbearingsonanightiikethis.(15)
空港 の,よ ほ ど淋 しい処 を とってみ て も,今 夜 の よ うな場合,方
向が判 らないか ら とい って,迷 うこ とな ど考 え られ な かった。
C17)
(改訳)空 港 周辺の淋 しい所 は今夜 の よ うな夜 に は,自 分の位置 を確
認 しないままさま よい こむ所 では なか った。
全体の意味が全 く逆 に取 られている。常識で考 えても,大 雪の夜,何
もない所 にはい りこめば,方 向を失 うのが当然である。
【5】decideの意 味 。
Hedecidedhewouldmakeaninspectionofthepresentsnow
clearancesituationatthesametimethathewasoutonthe
airfieldcheckingontheblockedrunwayandthemiredAereo-
Mexicanjet.CZI}
彼 は,現 在,雪 か き が ど の 程 度 進 行 し て い る か を 視 る と 同 時 に,
飛 行 場 へ 出 て,塞 が っ た ま ま の 滑 走 路 と,泥 に は ま った メ キ シ コ
航 空 の ジ ェ ッ ト機 を 調 べ て み よ う と決 心 した 。(27)
(改訳)彼 は,外 に 出 て,塞 が っ た ま ま の 滑 走 路 と,ぬ か る み に は
ま っ た メ キ シ コ航 空 の ジ ェ ッ ト機 の 様 子 を 見 る と 同 時 に,そ の 時
の 除 雪 状 況 が ど うな っ て い る か 調 べ て み よ う と思 っ た 。
Meldecidednottoputhisthoughtsintospeech.(188)
メ ル は,自 分 の 考 え を 話 の 中 に 入 れ ま い と決 心 した 。(277)
(改訳)メ ル は,自 分 の 考}を 話 の 中 に 入 れ な い こ と に した 。
この翻 訳 に限 らず,学 生 も教 室 で,decideとあ れ ぽ,前 後 の見 境 な
く 「決 心す る」 と訳 す。 日本 語 の 「決 心」 は強 い意 味 を持 ってお り,
『新 明解 』 にも,「どん なに苦 しくて も実行 しよ うと,心 を決 め ること。」
と書 いてあ る。 いい加減 な気 持 ちで な され る行為 ではない。 それに対 し
て,英 語 のdecideは「決 心す る」 に当 た る場 合 もあ るが,多 くの場合
には もっと弱 い意味=で用 い られ る。上例 の場 合 は,前 後 の状 況 か ら見
誤訳 の解剖(1)算 叙
て,ご く軽 い意 味 で用 い られ ていて,「決心 す る」 は強す ぎ る。 改訳 の
よ うに,「思 う」,「ことにす る」 な どにす るのが よい。
この誤解 の元 は,英 和辞典 にあ る と考 えざるを得 ない。広 く用 い られ
てい る 『研究社 英和 中辞 典』 を第 五 版(1985)で見 る と,decideの項 の
最初 に ゴチ ックで,「決心 す る」 と書 いてあ る。 その外 の訳語 を見 て も,
「決意 す る」,例文 の訳語 として,「決 めた」 が あ るだ けで あ る。SPDを
編 集す る段 階 では,「思 う」 な どの弱 い意 味 の訳 語 を示 して いる英和辞
典 は皆 無で あった。 そ こで少 し遠慮 して,「(強 く)思 う」 とい う訳語 を
い れ,例 文 の 形 で,`Idecidedthatshewaswithoutdoubtavery
good-lookinggir1.彼女 は確 かに大変美 しい娘 だ と思 った'と い うふ う
に 「思 う」 を導 入 した。SRDの 段 階 で は,遠 慮 な く,「推 定 す る,思
う」 としてい る。
翻訳 で も,質 の好 い もので は,以 前 か ら 「思 う」 な どが用 い られ てい
る。
(1)Hedecidedthatperhapshecouldbetheintermediary.
ArthurHailey,TheFinalDiagnosis,78.
彼 は 自分 に 橋 渡 しの 役 目が つ と ま る か も知 れ な い と考 え た 。
永 井 淳 訳 『最 後 の 診 断 』 新 潮 文 庫,108。
(2)"1'vedonealotofthinkingsinceyesterday,Nim.AndI've
decidedthatwhatseemedlikeanaccidentcouldbebecauseof
usyouandme."ArthurHailey,Overload,Doubleday,
(1979),99.
「わ た し は き の うか ら い ろ い ろ 考 え た わ,ニ ム。 そ し て うわ べ は
事 故 に 見 え る け ど,原 因 は わ た した ち あ な た とわ た し に あ る
か も し れ な い と思 う よ う に な っ た の 」 一 永 井 淳 訳 『エ ネ ル
ギ ー』 新 潮 社,112。
(3)Hedecidedtogobacktosleep.乃`と!.,167.
彼 は も う一 度 眠 る こ と に した 。 同 上,187。
ただ しr『大空港』 の次 の箇所 で は,さ す が に 「決 心 す る」 で は文脈
に合 わ ない ことに気付 いて,「判断す る」 が用 い られ てい る。
122
(4)Therewereseveralmorepointsremainingintheinsurance
companynoteswhichMelhadyettouchedon,buthedecided
hehadsaidenough..(190)
保 険 会 社 の ノ ー トに は,ま だ い くつ か の 論 点 が 残 っ て い た が,彼
は も う充 分 言 っ た と 判 断 し た 。(280).
【6】 動 詞lineの意 味 。
Heploddedinthefur-linedbootstowardshisdesk.(22}
彼 は 毛 皮 の ふ ち の つ い た 長 靴 で,デ ス ク の 方 へ と重 々 し げ に 歩 い
て い っ た 。(29)
Hewaswearingfleece-linedbootsandcarryingaheavytop一
coat.(31)
彼 は 羊 毛 で 縁 ど っ た 長 靴 を は き,
た 。(42)
重 い ト ッ プ コ ー トを 持 っ て い
Hehadbroughtafleece-linedparkaandpulledittightly
aroundhim,slippingthehoodoverhishead.(45)
彼 は 羊 毛 で 縁 ど られ た フ ー ドの あ る コ ー トを 持 っ て 来 て い た の
で,そ れ を ぴ った り と着 込 ん で 頭 を フ ー ドで つ つ ん だ 。(64)
上 の 三 例 で は 全 部lineを 「縁 取 る」 と い う意 味 に 取 っ て い る が,正
し く は,「 裏 打 ち を す る」 と い う意 味 に 取 ら な け れ ば な ら な い 。 こ の
lineは,語源 を さ か の ぼ れ ぽ 名 詞 のline「線 」 に 合 流 す る が,こ の 場 合
は,`covertheinsidesurfaceof(agarment,box,etc.)withalayer
ofusu.differentmateriaL'(POD)であ る。
【7】 社 会 書 語 学 的 な誤 訳 。
`lfyousayso
,Father.'
`AndstopcallingmeFatherｺ'
`Verywell
,Father.'(24)
「も し,そ う お っ し ゃ る な ら,お 父 様 」
誤訳 の解剖(1)・23
「お父様 と,い ちいち呼ぶ のは止め な さい」
「はい,お 父様」(31)
(改訳)「 お父様 とバ カ丁寧 に呼ぶ のは止 め ろ」
空港長 の メルが,家 に電話 して,今 夜 は雪 で家 に帰 れ ないか も知れ な
い と言 って いる ところ。妻 は慈善 パ ーテ ィーに出 て留守 であ り,い ま相
手 を してい るの は中学生 の娘 ロバ ータで ある。 この二人 はあ ま りしっ く
りい ってい ない。上 の翻 訳 の中 に あ る 「いち い ち」 に 当た る原 文 は な
い。 この見 当違 いの付 け加 えは,日 米で,対 話の しかたが大 き く異 な る
こ とを知 らない ところか ら来 てい る。発話 の末 尾 に付 け られ るFather
な どは,呼 称 と呼 ぼれ るが,ア メ リカで は呼 称 を付 け るの が普通 で あ
る。 日本で は この呼称 を付 けないのが普通で あ るか ら,日 本 的感 覚 か ら
す れば,「いちいち」 とい う感 じにな る。上 の例 で,「Fatherと呼ぶ な」
と言 ってい るの は,代 わ りに,も っと親 しみ の こ もったDaddyを使 え
と言 って いるので あ る。 ア メ リカ英語 で は,父 親 に対す るもっ とも普通
の呼称 は,Dad(dy)であ り,Fatherが使われ るの は稀 であ る。使わ れ
る時 は,親 子の間柄が冷r`Z..てい る ことが多 い。詳 し くは,国 広(1981)
「ア メ リカの親族 呼称」(堀素子 ・F.C.パン編 『ことばの社会性』,文 化
評 論 出 版,pp.19-38)参照。原 文 で は,こ のす ぐあ と でr七 歳 の 娘
Libbyと話 してい るが,リ ビーはDaddyを使 ってい る。
【8】in1"'Scompanyの用 法 。
Thetwoofthem[=TannyaandMel]hadbeenseenagood
deallatelyineachother'scompany,...(32)
最 近r二 人 で い る と こ ろ を,よ く,お 互 い の 仲 間 に 目撃 さ れ た 。
(43)
(改訳)タ ニ ヤ と メ ル は,最 近 二 人 だ け で い る と こ ろ を 始 終 人 に 見 ら
れ て い る。
翻 訳 で は,companyを 「仲 間 」 と い う意 味 に 取 っ て い る が,こ の 語
は,「 だ れ か と一 緒 に い る状 態 」 を 指 す の で あ り,`Ienjoyedyourcom-
PanY・'と言 え ぽ,「 あ な た と ご一 緒 し て た の し か っ た 」 と い う こ と で あ
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【9】 動 名 詞building.
`Mostlythebuildinggoingonispatchworkchangesand
additionstoairportsbuiltinthe1950sorearly'60s...'(34)
「そ の 建 物 が,実 に い い 加 減 な 役 割 し か 果 た さ な くな っ て き て い
る。 五 〇 年 代 や 六 〇 年 代 の 初 期 に で き た 空 港 は 改 修,増 設 の連 続
だ 。_」(46)
(改訳)「 い ま や っ て い る 建 築 は 大 部 分 継 ぎ は ぎ 仕 事 だ よ 五 〇 年
代 か ら六 〇 年 代 初 期 に 作 った 空 港 に 変 更 を 加 え た り,付 足 し を し
て い る ん だ 」
`building'は「建 物 」 で は な く て
,「建 築 」 と い う 出 来 事 を 指 し て い
る。 訳 者 は,`goingon'「続 行 中 」 を 見 落 と して い る。
【10】frighteningの能 動 性 。
`Weshouldn'tknockothercountries
,though;backhomeisbad
enough.NewYorkisfrightening,evenwithchangesbeing
madeatKennedy;theresimplyisn'tenoughairspaceabove
NewYorkI'mthinkingoftravellingtherebytrainin
future...'(34)
「何 も,よ そ の 国 を 攻 撃 す る こ と は な い な 。 自 分 の 国 に 悪 い 空 港
は い く ら で も あ る ん だ か ら。 ど ん な に ケ ネ デ ィが 改 良 さ れ た と
言 っ て も,ニ ュ ー ヨ ー ク は ビ ク ビ ク し て い る。 ニ ュ ー ヨー ク の 上
空 に は も は や 充 分 な空 が な い ん だ 。 将 来 の ニ ュ ー ヨ ー クへ の 旅 行
は,汽 車 と い う こ と に な る ん じ ゃ な い か と僕 は 思 う よ。_」(47)
(改訳)「 何 も よ そ の 国 の 空 港 を 悪 く言 う こ た あ な い ね 。 自 分 の 国 の
空 港 も結 構 ひ どい か らね 。 ケ ネ デ ィ が い ま 改 良 さ れ て い る と言 っ
て も,ニ ュ ー ヨ ー ク の 空 港 も こわ い よ。 ニ ュ ー ヨ ー ク の 上 空 に は
飛 行 空 間 が ほ とん ど な い ん だ 。 僕 は 将 来 ニ ュ ー ヨ ー ク に 旅 行 す る
時 は,列 車 で 行 く こ とを 考}て い る ん だ 。」
誤訳 の解剖(1)zzg
翻訳 では,「 ニュー ヨ.._.クは ビク ビク してい る」 と して い るが,こ れ
ではNYが 何 かを恐 れ て い る,つ ま り受 動的 な意 味 を表 してい る。 そ
れ は`befrightened'で表 され るべ き意 味 で あ る。 そ れ に対 し て,
`frightening'は能動 的 な意 味 を も
って い るの で あ り,NYが 人 間 を恐
が らせ てい るので ある。NYと い うの は,も ちろん空港 の ことで あ る。
上 の引用文 の終 わ りの ところで,ニ ュー ヨークへ の旅行 を一般的 な話 の
よ うに言 ってい るがrこ れ は話者 メルの個 人的 な予定 の話 であ る。
【11】nooneknows十疑 問 詞 。
`YouknowMexicanhadask
edTWAforhelp.'
`Yes.'
`Well
,they'vegottrucks,cranes,Godknowswhatoutthere
now...'(40)
「メ キ シ コ航 空 がTWAに 救 援 を 求 め た の は ご存 知 で?」
「あ あ,知 っ て い る」
「連 中 ト ラ ヅク と ク レ ー ン を 持 ち 込 み ま した 。 何 を や っ て い る の
か 見 当 も つ き ま せ ん。_」(56)
(改訳)「 連 中 トラ ッ ク と か ク レ ー ン と か,何 や らわ け の 分 か ら な い
も の を い ろ い ろ持 ち 込 ん で い ま す ぜ 。_」
翻 訳 で は,`noone[God]knows+INTERROGATIVE'の表 現 型
が理解 され ていない。
`Godknowswhat'全体 が ひ と固 ま りにな
って,truck,craneと並ぶ
目的語 に なってい るので あ る。「何 だ かだれ に も分 か らない もの」 とい
う意味 で あ る。 「何 をや ってい るの か見 当 もつ きませ ん」 と訳 され て い
るが,救 援 にや って来 たのは承知 の はずで あ る。 この表 現型 はおそ ら く
フラソス語 法(Gallicism)の影響 によるもの と見 られ る。
(1}11areussias'evaderDieusaitcomment.
=HehassucceededtoescapeGodknowshow .
(ど うや っ た の か 分 か ら な い が,彼 は ま ん ま と脱 走 し た)
(2)Nous1'avonsfaitjenesaiscombiendefois.
rz6
=WehavedoneitIdon'tknowhowmanytimes.
(なん べ ん や った か 分 か ら な い く ら い や りま した)
【12】重 層 表 現 。
`lfanyonecangetthataeroplanemovedtonight
,'Melconceded,
`it'llbeJoe....'{40)
「今 晩 中 に 例 の 機 体 を,あ げ る こ と が で き る の は ジ ョー し か い な
い 」 と メ ル は確 信 した 。(57)
(改訳)「_」 と メ ル は 相 手 の 力 量 を 認 め る よ うな こ と を 言 った 。
翻訳 に見 られ る 「確信 した」 は,心 の状態 を指す 語で あ り,発 言 を報
告 す る動詞,つ ま り伝 達 動詞 と して用 い る こ とは出来 ない。原 文 の方
はs筆 者 の言 う"重 層表現"に な ってい るので あ り,`Melsaid'の上 に
`conceded'が重ね られてい る と考 える。 つ ま り,`Melconceded'は,
`Melsaidconcedingly'とい うこ であ る。 この`said'は,「直接話法
の直後 の位置 にはかな らず発言動詞 が来 る」 とい うわれわれ の言語知識
に よって補われ る。英語 では,そ うい う 「重ね」が可能 であ るが,日 本
語 で はそれ は不可能 であ るか ら,上 の改訳 の よ うに,言 葉 を連ね なけれ
ぽな らない。"Thankyou,"shesmiled.は,「『有難 う』 と彼女 はに っこ
り微笑 んで言 った」 とな る。
重層表現 にはいろいろの場合 が あ り,そ れ に よって生 じた派生的 な意
味 は,辞 書 では,記 録 されてい る こともあ るが,記 録 され ていない こと
もあ って,扱 いは組織 的 で はな い。`makeone'swaythrough...'の
makeの 上 にshoulder,elbow,threadなどが重ね られ るの も,重 層表
現 の一 つ で あ り,そ れ に よって派 生す る意 味 は記 録 され て い るけれ ど
も,murderなどは記録 され てい ないだ ろ う。 しか し,英 語 を習得 した
ものは この原理 を身につ けて いるはずで あ るか ら,い くらで も新 しい表
現 を産み 出す こ とがで きる。
【13】重 層 表 現(ふ た た び)。
Heshruggedintotheheavytopcoat.(42)
彼 は 重 い ト ップ コ 一ートの 中 で 背 を す くめ た 。(59)
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(改訳)彼 は背 をすぼめ て厚 いオ ーバ ーを着 た。
これ も,前 項 で 触 れ た の と 同 じ 重 層 表 現 で あ る。 こ れ は,・He
slippedinto_'にshruggedが重ね られ た もの と見 る こ とが で きる。 衣
服 の着 脱 を 自動 詞 的 に表 現 す る場 合 には,slipを用 い るの が普 通 で あ
る。
(1}IslippedintoapairofsunglassesI'dboughtonceinthe
FairmountHotelinDallus.RobertB.Parker,A5如㎎ θ、P耽6.
(2)IkissedherbreastsandIkissedthewhitecolumnofher
neck;andsheslippedoutofherskirtandherpettieoat.Som-
ersetMaugham,CakesandAle.
次 に,shrugが重層的 に用 い られた例 を示 してお こ う。
(3)WecrossedElizaBrook,shruggedoutofthestraps,and
unrolledoursleepingbagstoclaimspace.NationatGea-
graphic,Feb.,1987.
私 た ち は イ ラ イ ザ 川 を 渡 り,肩 を す ぼ め る よ う に し て リ ュ ッ ク を
下 ろ しi場 所 を 確 保 す る た め に,寝 袋 を 広 げ た 。
(4)Manywomenandfur-wearingmentooarestarting
tothinktwicebeforetheyshrugonafurandnipofftotheoffice
orthegrocerystore.Time,Dec.18,1989.
女 性 の 多 く そ し て 毛 皮 を 着 る 男 性 も 肩 を す ぼ め て 毛 皮 の
コ ー トを 着 ,オ フ ィ ス や 八 百 屋 に 出 か け る 前 に 落 ち 着 い て 考 え て
み る よ う に な っ た 。
【14】contributeの基 本 的 意 味 。
Acontributingreasonforhissuccesswasthathenever
waistedtimeandiplomacy.(42)
彼 の 名 声 を ま す ま す 高 め た 理 由 は,彼 が 決 し て か け ひ き の た め の
時 間 を 費 や さ な か っ た こ と に あ る。(61)
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(改訳)彼 が名声を得た理由の一部をなすのは,彼 が決 して駆け引 き
に時間を使わないことであった。
この誤訳 の元 は,contributeとい う動 詞 の基本的 な意味 をつ かんでい
ない ことにあ ると思わ れ る。 それ は 「あ る共 同の 目的 を達す るのに,部
分的 な援助 をす る」 とい うことで あ る。SPDを 参 照。
【15】線 的認 知 と点 的 認 知 。
Bothonandofffreeways,trafficwasmovingatacrawl,ornot
atall.(45)
高 速 道 路 へ の 入 口 も 出 口 も 車 の 動 き は の ろ の ろ し て い る か,ま た
は 全 く動 い て い な か っ た 。(63)
(改訳)ハ イ ウエ イ も一 般 道 路 も,車 の 動 き は の ろ の ろ して い る か,
全 然 動 か な い か で あ っ た 。
・onfreeways'は高速道路 にの ってい る状 態 を言 い,`off_'はずれ
た状態 を言 う。状態 とい うの は,視 覚的 に言 うと,「線的認 知」 に基 づ
いている ことにな る。 「入 口・出 口」 とい うのは,二 種類 の状態 の境 目に
当た り,視 覚的 に言 うと,「点 的認 知」 に基 づ いてい る こ とに な る。上
の誤 訳 は,こ の線 と点 の取 り違 えに よる もの で あ る。 日本語 で は一般
に,あ る状態 を表 現す る場 合で も,そ の状態 の初 めの部分 を点 的に とら
えて表現す る傾 向が ある。 この誤訳 はその現わ れ と見 る ことがで きる。
Myfatherhasbeendeadヵγtenyears.
父 は 一 〇 年 前 に な くな り ま し た 。
【16】文 法 の基 本 。
Stalledvehicles,someabandonedbytheirdrivers,turnedroads
intoobstaclecourses.(45)
立 往 生 さ せ られ た 車 の 中 に は,乗 り捨 て に さ れ た も の も あ り,前
進 を 諦 め,反 対 方 向 に 戻 っ て 行 く も の も あ っ た 。(64)
(改訳)車 は 全 部 立 往 生 し て し ま い,中 に は乗 り捨 て に され た も の も
誤訳 の解剖(1)・2g
あ っ た が,ハ イ ウ エ ー は,障 害 物 競 争 の コ ー ス の よ うに な っ て い
た 。
この翻訳 では,`turnedroads'を「道路上 で方 向転換 を した」 と取 っ
てい るわ けであ るが,そ れ は英文法 の基本 の無視 で あ る。 その誤解 の影
響 で,`intoobstaclecourses'の持 って行 き場 が な くな り,無 視 され て
しま った。常識 で考xて も,現 場 は簡単 に方 向転換 で きるよ うな状 況で
はない。 同 じ道 を逆走 す るの は交通違反 で もあ る。
【17】onone'ssideの意 味 。
Alarge,darkershadowloomed,partiallylightedbysputter-
ingredfiares.Itprovedtobeamassivetractor-traileruniton
itsside.(45-6)
も っ と大 き な 黒 ぐ う と した 影 が ち ら ち らす る 閃 光 赤 信 号 灯 に く っ
き り と浮 か び 上 が っ て み え た 。 そ れ で,傍 に 大 型 トラ ク タ ー ・ ト
レ ー ラ ー が あ る こ とが わ か っ た 。(65)
(改訳)(近 寄 る と)大 き な 黒 い 影 が 現 わ れ,そ の 一 部 分 は パ チ パ チ
と音 を 立 て て 燃 え る赤 い た い ま つ の 焔 に 照 ら しだ さ れ て い た 。 そ
れ は 横 倒 し に な っ た 巨 大 な トラ ク タ ー ・ トレ ー ラ ー だ っ た 。
ハ イ ウエ ーで車 の流れ が完全 に止 まってい るので,様 子を見 に前 の方
に行 ってみた ところであ る。翻訳 の 「閃光赤 信号灯」 は何 の ことを考 え
てい るのか よ く分 か らない。 これ は戸外照 明用 の トーチの ことで ある。
`sputtering'とい うのは
,そ の火が燃 える音 であ る。`onitsside'のon
は 《接 触》 を表 わ してお り,「側 面 を道 路 に接 触 させ てい る」 と言 うこ
とであ る。 「傍 に」 と言 う時 は,`at'か`by'を用 い る。
【18】dash‐dashboard/重層 表 現(み た び)。
DannyFarrow'svoicecrispedbackthroughthespeakeronthe
dash.{53)
ダ ニ ー ・ フ ァ ロ ー の 声 は,ス ピ ー カ ー の 波 に の っ て,ガ ア ガ ア と
砕 け て か え っ て 来 た 。(77)
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(改訳)ダ ニ ー ・フ ァmの 声 が ダ ッ シ ュ ボ ー ドの ス ピ ー カ ー か ら歯
切 れ よ く返 っ て 来 た 。
こ れ は,車 に 付 け た 無 線 で 話 し て い る 場 面 で あ る。 翻 訳 で は,`on
thedash'を 「押 し寄 せ る波 の よ うに」 み た い に 頓 珍 漢 に 解 釈 した ら し
い 。 一 読,噴 飯 も の で あ る が,「 ス ピ ー カ ー の 波 」 と は い っ た い 何 な の
だ ろ うか 。 次 に,`crispedback'が問 題 で あ る。 波 を 持 ち 出 した の で,
声 も 「砕 け て 」 返 っ て く る こ と に な っ た わ け で あ る が,こ れ も,第12,
13項で 扱 っ た の と 同 じ 重 層 表 現 で あ る。 つ ま り,`cameback'に
`crisp'が重 ね られ て い る の で あ る
。`crisp'は「か りか り し た 」 と い う
形 容 詞 で,声 の 印 象 を 表 し て い る。
【19】文 化 的 背 景 。
Whenhewenttoherbedroomdoor,shecalledout,`Vernon,is
thatyou?'Evencompetingwiththeshower,hervoicewith
itsflawlessEnglishaccent,whichhelikedsomuchsound-
edmellowandexciting.(62-3)
彼 が 寝 室 の ドア に 行 く と,彼 女 は 「ヴ ァ ー ノ ン,あ な た ね?」 と
大 声 で 言 っ た 。 シ ャ ワ ー の 音 に か き消 さ れ な が ら も彼 女 の声 は,
彼 が とて も好 ん で い る完 壁 な 英 語 の ア ク セ ン トで ふ ん わ り と甘 く
情 感 を そ そ る よ うに 聞 こ えた 。(91)
(改訳)彼 女 の 寝 室 の 入 り 口 の と こ ろ ま で 行 っ た ら,彼 女 の 「ヴ ァ ー
ノ ン,あ な た ね 」 と い う大 声 が 聞 こ え た 。 シ ャ ワ ー の 音 に 消 され
そ うに な りな が ら も,彼 女 の 声 は そ の 完 壁 な イ ギ リス ふ うの
発 音 が 彼 は と て も気 に 入 っ て い た が 甘 く,そ そ る よ うに 響 い
た 。
VernonDemerest機長 は 親 し い 間 柄 に あ る ス チ ュ ワ デ スGwen
Meighenのア パ ー トに や っ て き て い る。Gwenは イ ギ リス 育 ち で あ る 。
翻 訳 上 の 問 題 は,`flawlessEnglishaccent'が「完 壁 な 英 語 の ア ク セ ン
ト」 と訳 さ れ て い る 点 で あ る。 二 人 と も,英 語 の ネ イ テ ィ ブ ・ス ピ ー
カ ー で あ る か ら,当 然 完 壁 な 英 語 の ア ク セ ソ トで 話 す 。 そ れ を わ ざ わ ざ
誤訳の解剖(1)t3z
「完壁 な英語 の ア クセ ン ト」 と言 うの は意 味 を な さ ない。`English'に
は,「英 語 の」 の ほ かに,「イ ギ リスの」 とい う意 味 が あ るので あ るか
ら,こ こは,ア メ リカ人 であ る彼が イギ リスふ うの発 音 に とて も魅力 を
感 じてい ると読み取 るべ きで ある。つ いでなが ら,こ こで言 う 「アクセ
ン ト」 は,強 弱 ア クセ ソ トの ことで はな く,普 通,文 字 で は書 き分 け ら
れ ないよ うな,微 妙 な発音 の しかた,と い うことであ る。
【20】状 況 把握 。
Thelongestandwidestofthefive[runways]wasthreezero,
therunwaynowobstructedbyAereo-Mexican.(Witha
changeofwindandanaircraftapproachingfromtheopposite
direction,itcouldalsoberunwayonetwo.Thefiguresindicat-
edcompassheadingsof300and120degrees.)C65)
五 本 の うち 最 も長 く広 い の が ス リー ・ゼ ロ で,目 下 そ れ は メ キ シ
コ航 空 に よ っ て 塞 が れ て い た 。 風 向 きが 変 わ り,飛 行 機 が 反 対 方
向 か ら接 近 す る と,そ れ は,ま た ッ ー ・ワ ン滑 走 路 に も な っ た 。
羅 針 盤 上 の 数 字 は,三 〇 〇 度 と一 二 〇 度 の 方 向 を 指 し て い た 。
(94-5)
(改訳)五 本 の 滑 走 路 の うち,一 番 長 く て 幅 が 広 い の が サ ン ゼ ロで あ
り,そ れ は い ま,メ キ シ コ航 空 が 塞 い で い る。 風 向 き が 変 わ っ て
飛 行 機 が 反 対 方 向 か ら接 近 す る場 合 に は,同 じ滑 走 路 が イ チ ニ ー
に な る。 この 数 字 は,羅 針 盤 上 の 三 〇 〇 度 と… 二 〇 度 の 方 向 を 意
味 して い る。
この翻訳 の最後 の文 は,何 の ことを言 って いる
のか さっぱ り分 か らない。 ここで言わ れて いる状
況 を全然理解 しないで訳 してい ることが明 らかで
あ る。`Thefigures'の中 身 を把 握 し損 なった の
300
が,致 命的 であ った。 これ は,滑 走路 の番 号を指
270してい る。 図を見 る と分か る よ うに,同 じ滑走路
が三 〇 〇 度 で もあ り,一 二 〇度 で もあ るの で あ
る。
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【21】常識 を働 か せ る。
Circularhigh-speedwindsheildwipersasonaship
providedportsofclearvisionthroughencrustedsnow.(69)
弧 を 描 い て,小 刻 み に 動 い て い る風 防 ガ ラ ス の ワ イパ ー が,船 上
の そ れ を 思 わ せ る が ご と く,表 皮 の よ うに 覆 っ た 雪 を 通 し て,
は っ き り と港 の 視 界 を つ く っ て い た 。(100)
(改訳)円 を 描 い て 高 速 度 で 回 転 す る フ ロ ソ トガ ラ ス の ワ イ パ ー
船 の も の と 同 じ が 雪 の こ び りつ い た ガ ラ ス に,外 が よ く見 え
る丸 窓 を 作 っ て い た 。
まず,「弧」 は円周 の一部 を指す語 で あって,全 円周 回転 を指す ℃ir-
cular'の訳 語 とす る こ と は,で き な い。 訳 者 は恐 ら く自動 車 の ワ イ
パ ーを念頭 にお いていた らし く,そ こか ら 「弧 」が 出て きた ものであろ
う。弧 が先 入観 に な ってつ ぎ に 「小 刻 み」が 出 て きた。 この円形 ワイ
パ ーは,中 央 にモー ターが付 いていて,そ れが高速度 で回転す るのであ
る。 それ で,雨 や雪 は円形 に取 り除 かれ るこ とにな る。次 に,「港 の視
界」 とい うのが,何 の ことか分 か らない。 空港 の ド真 ん中にいて,港 が
見 える とい うで あろ うか。 ここ らで,常 識が さまた げにな らなか ったで
あ ろ うか。`port'は,船の丸窓 の ことであ る。(続 く)
